
　地域担い手づくり支援住宅が完成し、１２月５日
に入居者への引渡式を行いました。
　この住宅は、若者世帯の定住化を促進し、地域コ
ミュニティーの維持による地域活性化を目的とした
住宅です。町外在住で４０歳未満の義務教育終了ま
でのお子さんを持つ夫婦を対象とし、２０年住み続
ければ無償で土地と住宅がプレゼントされます。
　今回の住宅は、木造２階建て４ＬＤＫの間取りで
保健センターの隣に３号棟及び４号棟を建築しまし
た。３号棟の住宅には、仙台市から森下さんご一家
が入居、４号棟には大崎市から髙崎さんご一家が入居しました。

　引渡式では、小関町長から鍵が手渡され、３号棟
入居の森下さんは「空気が美味しく、星がとても綺
麗な七ヶ宿町での生活に、子どもだけでなく夫婦も
わくわくしています。」と話しました。また、４号棟
入居の髙崎さんは「地域のイベントに積極的に参加
し、楽しみながら皆さんと交流を図っていきたいで
す。」と話しました。
　平成２９年度も、２棟の住宅を建設する予定です。

地域担い手づくり支援住宅３・４号棟
〜 引 渡 式 〜

３号棟入居の森下さんご一家

４号棟入居の髙崎さん

　１２月３日、高齢者センターを会場に、シ
ルバー人材センター主催のわらじ作り講習会
が開催されました。わらじ作りの技術を若い
世代に伝え、後継者を育てようと、地元の５
名の方が講師となり、９名の参加者に講習し
ました。実際に編んでみると予想以上に難し
く、それぞれ苦戦している様子でしたが、講
師の方に教わりながら世界に一つだけの思い
出に残るわらじを完成させました。東京都や
仙台市など遠方から参加された方もいて、次
の講習会にも参加したいと意欲をのぞかせていました。
　次回は、１月２１日と２月１８日に開催しますので、今回参加できなかった方、興味のある
方のご参加をお待ちしています。
●お問い合わせ　シルバー人材センター　☎３７−２２３１（担当：増子）

熟 練 の “わざ” 継 承
～ わらじ作り講習会 ～

　１２月１３日、七ヶ宿町活性化センターにおいて、宮城
県教育委員会指定「七ヶ宿町志教育実践事例発表会」を開
催しました。
　小学生は、七ヶ宿の水質調査や源流米栽培を通して学ん
だことについて、堂々と発表しました。中学生は、ふるさ
と創生総合戦略から七ヶ宿町の将来を考えるとともに、町
内の事業所での職場体験を通して将来のより良い生き方に
ついて述べました。白石高校七ヶ宿校の生徒からは、町の

イベントへの参加や地域の方々との交流を通して成長するこ
とができたと発表しました。
　また、農民そばや芭蕉庵店長の山田岳彦さんによる記念講
演では、将来社会人として集団や社会の中で果たすべく自己
の役割を考えさせられるとても貴重な時間となりました。
　七ヶ宿町の子どもたち、先生方、そして地域の皆様の力が
結集された「チーム七ヶ宿」の素晴らしさが発揮された発表
会に、会場は大きな拍手に包まれました。
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